北淡活断層シンポジウム2008（第３報）
「近畿地方を襲う近未来の大地震と防災」
主催：北淡活断層シンポジウム実行委員会（委員長：岡田篤正，事務局幹事：加藤茂弘）
共催：淡路市・淡路市教育委員会　日本活断層学会　活断層研究会　産業技術総合研究所
兵庫県立人と自然の博物館（以上、予定）
後援：兵庫県・兵庫県教育委員会　東京大学地震研究所　株式会社ほくだん　日本第四紀学会（以上、予定）
1. 開催場所　兵庫県淡路市小倉・北淡震災記念公園セミナーハウス
2. 日　時　2008年1月12日（土）午後1時～1月13日（日）午後1時頃まで
3. 宿泊場所　北淡自然休養村センター（小型バス送迎）・周辺の民宿（徒歩/遠地は送迎あり）
4. 旅費等　招待講演者に支給．一般聴講者は原則自費．一般ポスター発表者は原則自費ですが，事務局幹事まで電子メールにて問い合わせください（院生・学生研究者など若手研究者を中心に対応します）
5. 一般ポスター発表者の公募期限　12月25日（火）までに，兵庫県立人と自然の博物館・加藤茂弘宛に申し込み．発表要旨は申し込みと同時に送付ください．
6. 参加希望者　12月25日（火）までに申し込むこと⇒兵庫県立人と自然の博物館・加藤茂弘宛
7. 予稿集の締切
期限は12月25日（火），写真製版用の原稿は郵送にて，Wordもしくはpdf形式の原稿は電子メールにて，ともに下記の 加藤茂弘宛 に送ること．
ポスター発表者・参加希望者申し込み・予稿集送付先：
兵庫県立人と自然の博物館・加藤茂弘宛（発表と参加申込はメール・Faxにてお願いします）
  〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘６　　　　　　
　　　   　　電話：079-559-2001，Fax：079-559-2007       

E-mail：katochan@hitohaku.jp                

8. 予稿集の書式等
　　予稿集原稿はA4サイズで2頁または4頁，第四紀学会予稿集に準拠（上余白30mm，下余白35mm，左右余白25mm，タイトルの前15mm余白，タイトル(コ゛チ)，氏名（所属），英文タイトル．本文は１行漢字35文字，１頁36行を目安とします．
　第四紀学会の様式がおわかりにならない方は，原稿をWordで作成してメールで，図版はおよその割付を指定して加藤茂弘宛に送付頂ければ，事務局で第四紀学会予稿集に準拠して作成します．その時には１ページあたり１行35文字×36行を目安に作成してください．
図版は原図に限らず，鮮明なコピーを送付して頂くか，pdfもしくはj-pegファイルで保存したフロッピーないしCD-ROMを送付ください．２Mb未満のデジタル図版であれば，メールにて送付頂くことも可能です．それ以上のファイルは２Mb未満の図に分けて送付頂くか，上記の媒体にて加藤茂弘宛に送付ください．
9. 活断層シンポジウム2008予定（演題は当日に変更になる場合もあります）
第１日：2008年1月12日（土）　午後1時～午後5時
1. 普及講演会「近畿地方を襲う近未来の大地震と防災」
南海地震発生の40～50年前から，近畿地方内陸部の地震活動が活発化すると言われています．次の南海地震は21世紀前半に発生することが確実と考えられており，近畿地方での大地震発生が危惧されます．2007年11月1日には，大阪の上町断層の大地震により最大4万2千人の死者が出ると言う地震被害想定も公表され，近未来の南海地震と合わせて内陸大地震への関心が高まりつつあります．本講演会では，近未来の南海地震像についての最新の予測と，近畿地方を襲う内陸大地震の長期予測や強震動予測，それらに基づく地震被害想定の詳細を紹介し，今後の地震・津波防災を考えます．
司会進行　岡田篤正（実行委員長・立命館大学歴史都市防災研究センター）
歓迎挨拶　門　康彦（淡路市長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：00～1：10

講演１　近畿地方の活断層と大地震の長期予測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：10～1：50
　　　　杉山雄一（すぎやま ゆういち）（産業技術総合研究所・活断層研究センター）
講演２　活断層と文化財防災　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：50～2：30
土岐憲三（とき けんぞう）（立命館大学歴史都市防災研究センター）
（休憩15分）
講演３　次の南海地震は宝永巨大地震か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2：45～3：20
島崎邦彦（しまざき くにひこ）（東京大学地震研究所）
講演４　想定南海地震による津波予測と防災　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3：20～3：55
　　　　　　河田 惠昭 （かわた よしあき） （京都大学防災研究所 巨大災害研究センター）
講演５　想定南海地震による強震動予測と大規模構造物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3：55～4：30
　　　　入倉孝次郎（いりくら こうじろう）（愛知工業大学）
全体質疑・応答（30分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4：30～5：00
・ポスターセッションのポスター設置                                   　　　　             　5：00～6：00

ポスター掲示場所は，１つのポスター当り、縦90cm×横180cm，もしくは縦180cm×横90cmのスペースです．
・懇親会（レストラン「さくら」にて，希望者のみ．参加費 3,000円）            　              6：00～8：00

・8：00～　宿泊地へ移動（北淡自然休養村・その他の民宿）
□ セミナーハウスでのポスターセッション展示
展示期間は，初日午後1時～2日目午後1時（12：00以降に撤収．希望者のみ）
ポスターは初日の午後1時までと，午後5時～6時までの間に掲示作業をお願いします．
寄贈ポスターは，セミナーハウスロビーにて約1ヶ月掲示した後，野島断層保存館に保管されます．
第2日：2008年1月13日（日）午前9時～午後1時頃
１．ポスター展示　8:40～9:30（展示会場にて説明・討論等）
   活断層や地震・津波等に関係することなら，どのような課題でも応募して下さい．ポスターは，初日の午後1時～2日目の午後1時頃まで展示（第2日の12：00以降に希望者のみ撤収）． 
２．2007年の能登半島地震・中越沖地震を考える
　2007年には能登半島地震と中越沖地震が発生し，原子力発電所で想定を大きく超える地震動が記録されました。これら日本海沿岸域で起こった２つの地震を対象に，震源断層やそれと活断層との関係，地震に伴う地殻変動，強震動による構造物被害，そして地震時の住民行動や津波防災について講演いただき，活断層と地震の総合的研究をさまざまな分野と視点から考えていきます．

講演６　地震観測から見た2007年能登半島地震・中越沖地震の震源断層　　　　　　　　　　　　　　9：30～9：50
酒井慎一（さかい　しんいち）（東京大学地震研究所）

講演７　地殻変動からみた能登半島地震と中越沖地震                                            9：50～10：10

宇根　寛（うね　ひろし）（国土地理院地理地殻活動研究センター）
講演８　能登半島地震および中越沖地震における沿岸地形調査　　　　　　　　　　　　　　　　　10：10～10：30
越後智雄（えちご　ともお）（財団法人地域地盤環境研究所）
講演９　中越沖地震の震源域の活断層とその問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：30～10：50
鈴木康弘（すずき　やすひろ）（名古屋大学地震火山･防災研究センター）

（休憩　10分）

講演10　中越沖地震による構造物被害の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：00～11：20

家村浩和（いえむら　ひろかず）（京都大学工学研究科）
講演11　能登半島地震による構造物被害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：20～11:40

宮島昌克（みやじま　まさかつ）（金沢大）
講演12　能登半島地震発生時の住民行動と今後の津波防災への展望　　　　　　　　　　　　　　　11：40～12：00
青木賢人（あおき　たつと）（金沢大）
総合討論（30分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12：00～12：30

注意事項
1月12日（土）の昼食について
　1月12日お昼には北淡震災記念公園のレストランが混雑し，昼食に時間がかかることが予想されます．必要な方には，実行委員会で昼食を予約（￥1000－実費）します．昼食の予約が必要かどうかについても，宿泊希望と合わせて申込み時にご連絡下さい．
懇親会・宿泊の希望者は上記の申し込みと同時にお知らせ下さい．また，旅費受取りの希望者も申し込みと共にお知らせ下さい．
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